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世
界
大
戦
前
賦
洲
図
際
外
交
史
に
於
て
、
三
國
協
商
の
成
立
は
最
も
亜
要
な
る
問
題
の
一
つ
で
あ
ろ
。
ビ
ス
↓
、
ル
ク
の
天
才
的
外

交
に
よ
っ
て
、
猫
逸
の
職
洲
に
於
け
肉
際
的
湖
椛
の
雌
惨
見
に
、
「
ピ
繁
葹
ｆ
住
（
一
ｔ
一
’
一
八
九
９
以
後
、
猫

逸
に
對
す
る
瑚
制
運
動
は
漸
次
其
の
勢
力
を
強
め
、
先
づ
佛
露
同
叫
、
次
い
で
英
佛
協
商
、
最
後
に
英
喋
協
商
の
成
立
を
見
て
、
所

證
一
両
協
商
の
完
成
と
な
り
、
三
幽
同
盟
、
一
一
画
協
商
の
對
抗
と
云
ふ
緊
張
時
期
を
經
て
世
界
大
戦
に
至
り
し
も
の
で
あ
る
。
さ
れ

ば
、
一
一
両
協
商
運
動
の
發
展
は
、
そ
れ
自
ら
猟
逃
の
國
際
的
勢
力
の
減
退
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
二
画
同
盟
が
ピ
ス
マ
ル
ク
の
手

に
よ
っ
て
一
時
に
成
立
し
た
に
反
し
、
二
一
國
協
商
は
、
欧
洲
閏
際
關
係
の
微
妙
な
る
運
き
に
從
っ
て
、
漸
次
其
の
形
態
を
作
り
行
き

し
軸
に
於
て
、
協
商
發
展
の
歴
史
は
噸
る
興
味
深
き
も
の
と
老
ふ
く
き
で
あ
る
。

佛
僻
同
盟
の
問
題
に
開
し
て
は
⑮
既
に
一
九
一
八
年
佛
國
外
務
宿
よ
り
、
該
同
盟
の
内
容
と
交
渉
に
開
す
る
文
書
集
公
表
さ
れ
、

色
胃
旦
冒
旨
①
《
臼
．
筐
冒
昌
の
時
冒
８
‐
目
、
忠
・
）
批
後
詳
細
に
研
究
さ
れ
、
○
・
国
の
。
冨
尾
』
己
畠
博
自
画
騎
射
目
‐
旨
過
ｍ
ｏ
彦
の
園
〔
旨
‐

含
厨
及
び
言
．
日
．
日
宮
旨
眼
の
言
．
》
目
匡
の
胃
冒
。
○
‐
国
帛
爵
旨
瞳
盲
目
８
］
望
Ｃ
ｌ
屍
置
．
其
他
多
く
の
文
献
を
有
す
る
。
英
佛
協
商
に
淵

し
て
は
、
從
來
史
料
の
不
足
の
爲
に
充
分
明
か
な
ら
ざ
る
鮎
多
か
り
し
が
、
英
図
外
務
樹
文
書
集
第
二
港
ｅ
罵
登
呂
己
ｏ
２
旨
①
冒
皿

一
九
○
七
年
‐
に
於
け
る
英
露
協
商
成
立
の
研
究

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
露
協
商
成
立
の
研
究
（
一
）
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一
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◎
旨
凄
の
９
侭
言
い
。
霞
冨
言
胃
房
諸
！
ご
崖
．
ぐ
。
］
・
目
．
皀
の
冒
冒
旨
の
皿
。
匡
冒
〕
〕
・
の
鰯
昌
昏
の
国
呂
呂
因
喜
の
具
い
、
邑
昌
）

出
づ
る
に
及
び
、
協
商
成
立
の
内
容
大
い
に
明
か
と
さ
れ
た
。
併
し
、
此
の
英
國
文
書
を
完
全
に
利
用
し
た
研
究
は
未
だ
現
れ
な
い

や
う
で
あ
る
。
本
稿
の
題
目
と
す
る
英
露
協
商
に
開
し
て
は
、
こ
れ
亦
英
國
文
害
集
第
四
巻
ｇ
ｏ
］
自
詞
自
冒
管
一
睡
（
〕
自
吊
の
言
巨

罰
昌
胃
○
目
の
旨
の
ｇ
ご
扇
ｌ
『
．
］
旨
ｇ
の
公
表
に
よ
っ
て
、
始
め
て
共
の
詳
細
明
か
と
な
り
し
が
、
未
だ
其
の
完
全
な
る
利
用
を
見

な
い
。
此
の
鮎
に
於
て
筆
者
は
、
上
述
の
「
佛
露
同
盟
」
の
著
者
ｐ
園
⑦
号
①
戸
．
の
練
巻
・
園
目
①
胃
ご
軍
国
常
目
①
。
〉
の
出
版
を
、

鶴
首
し
て
待
っ
て
居
る
の
で
あ
る
が
、
未
だ
其
の
刊
行
を
見
ざ
る
や
う
で
あ
る
。
猫
、
佛
露
、
英
佛
、
英
露
の
三
問
題
に
開
し
て
は

一
九
二
九
年
以
來
公
刊
中
で
あ
る
佛
閣
外
務
省
文
書
集
、
及
び
本
年
愈
々
其
の
公
刊
開
始
を
見
る
に
至
り
し
、
ソ
ギ
ェ
ッ
ト
政
府
の

手
に
よ
る
露
國
文
書
集
が
、
各
々
該
問
題
に
開
す
る
巻
を
公
け
に
す
る
時
．
一
層
の
開
明
缶
見
る
べ
き
は
明
か
で
あ
る
。
猫
逸
文
書

集
冒
の
卑
粍
ｏ
器
の
弓
○
屋
芽
．
が
夫
左
利
用
さ
る
｝
へ
き
は
、
言
を
俟
仁
な
い
事
で
あ
る
。

英
露
協
商
な
る
も
の
は
、
決
し
て
一
九
○
七
年
に
至
っ
て
一
時
に
成
立
し
た
も
の
で
は
な
く
、
先
の
英
佛
協
商
と
同
様
に
、
其
の

過
去
数
年
間
の
迂
餘
曲
折
を
経
て
漸
く
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。

英
露
雨
図
間
に
存
す
る
諸
紛
争
を
除
か
ん
と
す
る
考
へ
の
萠
芽
は
、
既
に
早
く
英
佛
協
商
の
交
渉
中
に
於
て
見
ら
れ
る
。
一
九
○

三
年
七
月
六
日
よ
り
九
日
に
か
け
て
佛
國
外
相
己
①
胃
９
ｍ
ｍ
心
は
大
統
領
日
○
号
ｇ
と
共
に
ロ
ン
ド
ン
を
訪
れ
た
が
、
此
の
時
佛
國
外

相
と
英
國
植
民
大
臣
ｇ
冒
号
胃
冒
目
と
の
會
談
に
於
て
、
チ
ェ
ム
＄
ハ
レ
ー
ン
は
，
英
國
は
露
國
と
の
了
解
に
反
對
す
る
も
の
で
は

な
い
が
露
國
の
揚
子
江
に
於
て
取
れ
る
反
英
政
策
の
爲
に
困
難
で
あ
る
と
述
べ
↑
』
や
う
で
あ
る
。
英
國
外
和
日
浅
口
里
９
弓
旨
の
は
七
月

二
十
九
日
に
於
け
る
露
國
大
使
園
⑦
ロ
島
①
目
鼻
○
昆
庵
と
の
會
見
に
於
て
、
一
八
九
九
年
四
Ｈ
一
千
八
日
の
英
露
協
定
（
露
國
は
揚
子
江

一
九
○
七
年
に
於
け
『
っ
英
露
協
商
成
立
の
研
究
．
二
一
三

､

I



『

、

英
佛
の
了
解
が
其
の
補
足
と
し
て
英
醗
の
了
解
を
要
求
す
る
に
至
る
べ
き
は
、
自
然
の
成
行
き
で
あ
っ
た
。
上
述
の
ラ
ン
ス
ダ
ウ

ン
の
言
に
よ
っ
て
も
明
ら
か
な
る
如
く
、
英
國
と
し
て
は
露
國
と
の
接
近
に
眼
ち
反
對
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
英
露
間
に
は

幾
多
の
歴
史
的
紛
争
鮎
を
有
し
て
居
た
。
共
の
中
欧
洲
に
於
て
は
ボ
ス
ボ
ラ
ス
、
ダ
ー
ダ
ネ
ル
ス
海
峡
問
題
が
蛾
も
亜
要
で
あ
っ
た

雨
海
峡
の
支
配
は
、
露
國
南
下
政
策
の
長
い
間
の
目
的
で
あ
り
，
此
の
問
題
の
鯛
に
英
露
雨
國
が
幾
多
烈
し
い
季
ひ
を
繰
返
し
た
事

は
、
過
去
の
歴
史
に
於
て
明
か
で
あ
る
。
然
し
英
剛
の
對
土
耳
古
政
策
は
、
一
八
九
五
年
の
有
名
な
る
普
房
目
星
の
土
耳
古
分
割

案
を
測
期
鮎
と
し
て
、
從
來
の
土
坪
古
保
全
主
義
よ
り
分
割
政
策
に
鍵
じ
、
露
剛
の
海
峡
支
配
政
策
は
英
國
に
と
っ
て
從
來
程
の
亜

意
義
を
有
せ
ざ
る
に
至
っ
た
。
さ
れ
ば
一
九
○
三
年
二
Ｎ
此
の
問
題
が
曾
巨
昌
詳
の
①
具
冒
邑
昌
菖
ロ
呉
①
ロ
ｍ
の
に
よ
っ
て
論
議
さ

れ
た
時
、
露
國
が
君
府
を
占
領
し
剛
海
峡
を
自
由
に
出
航
し
得
た
場
合
、
地
中
海
の
勢
力
均
衡
は
如
何
な
る
愛
化
を
受
く
べ
き
か
、

の
質
問
に
對
し
其
の
返
答
は
次
の
如
く
で
あ
っ
た
。

自
岸
］
①
己
品
言
①
尾
き
ず
宮
、
色
巨
企
酔
ざ
眉
目
ロ
湧
凰
Ｅ
Ｃ
目
、
ご
ｇ
８
こ
ぎ
今
ご
蜀
昏
⑦
○
日
昼
Ｅ
詳
蔚
①
君
勗
守
官
許
』
一
邑
昌
①
園
ロ
、
、
旨
三
○
巨
室

語
る
虚
が
あ
っ
た
（
ｚ
○
．
膿
ｓ
ｏ

一
九
○
七
年
に
於
け
一
幻
英
露
協
商
成
立
の
研
究
一
三
四

流
域
に
於
け
る
英
國
の
，
英
國
は
醐
里
暹
城
以
北
に
於
け
る
露
國
の
繊
逝
計
剖
に
開
し
て
防
害
せ
ず
）
に
よ
っ
て
、
該
方
面
に
於
け

る
一
部
的
了
解
は
成
立
し
た
が
、
其
の
他
に
尚
ほ
了
解
の
成
ら
ざ
る
諸
靴
存
し
特
に
滿
洲
に
於
て
然
り
、
英
國
政
府
は
決
し
て
露
圃

と
の
了
解
に
反
對
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
露
剛
と
し
て
ば
共
の
際
殊
に
滿
州
に
閲
し
て
其
の
意
岡
を
明
か
に
す
べ
き
で
あ
る
と
述

べ
た
（
匂
蔓
呂
ｐ
Ｃ
目
目
①
ｇ
ｍ
．
ご
巳
．
目
．
ｚ
○
．
陰
巴
。
露
國
大
使
は
八
月
十
二
日
英
國
外
和
を
訪
れ
、
露
剛
の
流
洲
徹
兵
は
其
の

時
期
を
明
ら
か
に
は
し
得
な
い
が
成
る
べ
く
早
く
行
ふ
考
へ
で
あ
る
と
述
べ
、
英
露
雨
國
政
府
の
一
般
的
了
解
の
可
能
性
に
就
い
て

’

■
１
０
日
Ｉ
Ⅱ
■
冊
４
１
１
１
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
■
ｌ
８
Ｈ
Ｊ
Ｉ
Ⅱ
■
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
４
■
Ｊ
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ロ
Ｏ
》
Ｐ
Ｃ
目
ず
す
○
・
ケ
｛
昌
口
⑦
の
曙
奈
昌
］
〕
Ｐ
白
く
〔
一
屋
守
酉
頃
の
、
由
毘
○
己
】
ず
］
』
①
○
屋
亭
ロ
ぬ
①
』
津
。
○
】
〕
胃
自
国
○
ず
｛
崖
旨
へ
一
己
旨
①
旨
壷
夢
旨
討
騨
写
①
尾
津
』
①
己
再
①
ｍ
①
旨
奇

”
冨
号
ｐ
・
ざ
己
つ
め
霞
っ
］
〕
甘
昏
①
員
昌
号
国
富
〕
①
目
．
日
．
ｐ
ご
昌
自
言
里
○
．
鼠
．
員
○
目
Ｃ
旨
貝
言
日
．
以
下
記
す
恭
號
は
凡
て
英
國

、
一
門
由
寺
①
い
〕
○
壱
○
巴
威
○
］
〕
》

斯
く
て
雨
海
峡
問
題
は
必
ず
し
も
打
克
ち
難
き
障
害
で
は
な
っ
た
が
、
之
に
反
し
て
ア
ジ
ア
に
於
け
る
諸
問
題
は
雨
剛
の
接
近
に

頗
る
大
な
る
困
難
を
與
へ
た
。
抑
々
、
英
國
の
ア
ジ
ア
政
策
の
中
心
は
、
印
度
の
確
保
と
支
那
に
於
け
る
勢
力
の
伸
張
と
に
存
し
て

居
た
。
此
の
軸
に
於
て
露
図
の
中
亜
、
極
東
俊
略
政
策
は
、
其
の
全
範
囲
に
唾
し
英
國
を
脅
す
・
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
特
に
中
亜
の

諸
問
題
は
印
度
と
の
關
係
に
於
て
、
英
國
の
雄
大
の
關
心
彩
惹
く
も
の
で
あ
っ
た
。
先
・
つ
ペ
ル
シ
ア
に
對
す
る
露
國
の
政
治
的
．
經

濟
的
睡
辿
は
十
九
世
紀
末
に
於
て
著
し
く
強
大
と
成
り
、
英
露
の
敵
對
は
頗
る
顯
著
と
成
っ
た
。
斯
か
る
状
態
を
良
く
示
せ
る
も
の

は
、
固
○
邑
○
毎
厨
○
旨
が
印
度
總
将
と
し
て
蒲
任
後
九
箇
月
を
經
手
二
八
九
九
年
九
月
二
十
一
日
、
印
度
政
府
が
・
ヘ
ル
シ
ァ
及
び
ペ

ル
シ
ア
漣
に
於
け
る
英
國
政
策
に
開
し
て
本
圃
政
府
に
逢
っ
た
《
。
ｐ
尉
○
旨
己
昂
冒
寸
呂
』
ゞ
と
し
て
知
ら
る
登
頗
る
長
文
の
有
名
な
る

報
告
謀
で
あ
る
。
其
の
一
節
に
曰
く
、
「
ペ
ル
シ
ア
は
、
前
脳
主
が
始
め
て
欧
洲
を
訪
刑
し
て
よ
り
、
欧
洲
政
策
の
渦
巻
の
中
に
益
々

引
込
ま
れ
た
り
。
ペ
ル
シ
ア
は
、
一
は
其
の
弱
さ
の
坤
大
よ
り
、
尚
ほ
史
に
は
共
の
無
脱
さ
れ
届
れ
ど
も
潜
在
せ
る
喪
源
に
よ
っ
て
示

さ
る
種
機
愈
に
よ
り
て
、
欧
洲
の
注
意
を
惹
か
ざ
る
を
得
ざ
る
剛
の
一
つ
な
り
。
共
の
ア
ジ
ア
に
於
け
る
利
審
が
晋
人
の
共
れ
と
必

ず
し
も
一
致
せ
ざ
る
一
弧
閲
の
益
々
増
大
す
る
動
力
が
、
ペ
ル
シ
ア
及
び
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
切
迫
し
つ
蚤
あ
り
。
而
か
も
ペ
ル
シ

ア
灘
は
他
の
而
し
て
時
に
は
敵
對
幽
の
垂
普
ど
惹
巷
始
め
つ
笈
あ
り
。
現
在
と
し
て
吾
人
の
野
心
は
、
吾
人
の
築
き
上
げ
し
利
椛
の

覆
さ
る
麓
を
阻
止
す
る
に
止
ま
る
。
吾
人
は
政
治
的
現
壯
が
維
持
さ
れ
得
る
限
り
は
之
を
乱
す
を
欲
せ
ず
、
さ
れ
ど
韮
回
人
は
速
か
な

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
露
協
商
成
立
の
研
究
一
三
五

文
書
第
四
巻
の
も
の
）
。
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１
｢

｡

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
礁
協
商
成
立
の
研
究
一
三
六

る
決
定
と
速
か
な
る
行
動
を
切
望
す
。
何
と
な
れ
ば
晋
人
の
奮
起
す
る
に
非
れ
ぱ
、
既
に
動
揺
し
つ
猫
あ
る
均
術
が
吾
人
の
不
利
に

撹
飢
さ
る
画
な
ら
ん
事
を
愛
ふ
べ
き
充
分
の
理
由
存
す
。
東
西
ペ
ル
シ
ア
の
自
然
的
境
界
を
作
れ
る
砂
漠
を
横
切
る
露
剛
の
進
川
は

印
度
政
府
と
し
て
之
を
不
安
な
し
に
は
眺
め
得
ざ
り
き
。
何
と
な
れ
ば
、
ペ
ル
シ
ア
の
利
害
と
猫
立
を
尊
亜
す
べ
き
鮮
剛
の
保
證
は

ベ
ル
シ
ァ
及
び
英
國
の
利
害
を
侵
蝕
作
川
よ
り
救
ふ
に
は
全
く
不
充
分
な
り
」
（
Ｑ
ｏ
ｏ
畠
．
閏
切
さ
遺
烏
旨
○
号
目
自
己
●
○
胃
．
｝
弓
．

函
９
１
雪
ｓ
ｏ
ペ
ル
シ
ア
湾
地
方
に
於
け
る
英
國
の
勢
力
は
、
十
九
世
紀
初
頭
以
来
の
開
拓
に
か
塗
る
も
の
で
、
諾
酋
長
は
英
閏
以

外
の
図
と
は
取
引
を
爲
さ
ざ
る
事
を
約
し
、
国
夢
胃
①
旨
諾
烏
及
び
園
９
５
芹
王
國
を
齢
ん
ど
保
謹
閏
と
し
て
居
た
。
之
に
も
拘

ら
ず
露
図
の
勢
力
は
次
第
に
進
出
し
來
っ
仁
の
で
、
英
幽
相
外
一
フ
ン
ス
ダ
ゥ
ン
は
一
九
○
三
年
近
月
十
五
日
宣
し
て
曰
く
、
「
錐
一
に

吾
人
は
ペ
ル
シ
ア
漣
に
於
け
る
英
國
賀
易
を
保
誰
、
促
進
す
べ
し
。
雄
二
に
吾
人
は
他
幽
の
合
法
的
貿
易
を
排
除
す
べ
か
ら
ず
。
節

三
に
、
若
し
他
の
何
れ
か
の
國
が
湾
に
於
て
海
軍
根
擁
地
或
は
軍
港
を
建
設
せ
ぱ
、
吾
人
は
之
を
英
國
の
利
害
に
對
す
る
正
大
な
る

脅
威
と
認
む
く
し
、
而
し
て
吾
人
は
其
の
有
す
る
凡
ゆ
る
手
段
に
よ
り
て
確
か
に
之
に
抵
抗
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
」
。
更
に
一
九
○
三
年

十
一
月
に
は
印
度
總
督
が
海
軍
示
威
運
動
を
ペ
ル
シ
ア
湾
に
行
ひ
、
英
国
の
決
意
頗
る
弧
き
も
の
あ
る
を
知
ら
し
め
た
。
兎
に
角
、

露
國
が
北
ペ
ル
シ
ア
の
み
な
ら
ず
南
・
ヘ
ル
シ
ア
更
に
は
ペ
ル
シ
ア
湾
に
港
を
得
ん
と
す
る
に
至
っ
て
は
、
印
度
に
對
す
る
雀
大
の
脅

威
た
る
べ
き
で
あ
っ
た
。
弱
き
ペ
ル
シ
ア
政
府
の
力
を
以
て
此
の
露
國
の
進
出
を
阻
止
せ
ん
と
す
る
は
到
底
不
可
能
で
あ
っ
て
，
寧

ろ
ペ
ル
シ
ア
が
露
國
の
勢
力
下
に
陥
る
べ
き
を
恐
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
故
に
若
し
ペ
ル
シ
ア
に
於
け
る
勢
力
範
園
の
分
割

が
行
れ
な
い
限
り
は
、
英
露
雨
國
の
恐
る
べ
き
衝
突
は
避
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

次
に
チ
ベ
ッ
ト
に
於
て
は
、
其
の
厳
重
な
る
鎖
國
主
義
に
對
し
て
英
國
の
印
度
よ
り
の
北
進
も
之
を
如
何
と
も
な
し
得
な
か
っ
た

’

！



一
八
九
九
年
三
月
に
於
け
る
印
度
總
督
の
報
告
に
ｂ
「
吾
人
は
循
環
論
法
の
中
を
動
き
つ
シ
あ
る
が
如
し
。
チ
ベ
ッ
ト
に
照
會
せ
ぱ
、

返
答
を
得
ざ
る
か
或
は
支
那
駐
在
官
を
指
示
さ
る
画
の
み
。
後
者
に
順
誉
せ
ぱ
、
彼
は
チ
ベ
ッ
ト
に
何
等
か
の
唾
辿
を
加
ふ
る
力
無

き
事
に
よ
り
其
の
失
敗
を
謝
す
る
の
み
。
」
と
あ
る
は
よ
く
之
を
示
し
て
居
る
。
然
る
に
宛
か
も
此
の
頃
シ
ベ
リ
ア
の
佛
教
徒
己
（
）
ご
］
の
ぐ

な
る
者
、
チ
ベ
ッ
ト
を
巡
覗
し
、
露
國
に
保
護
を
求
む
く
さ
を
チ
ベ
ッ
ト
に
教
へ
、
露
図
と
し
て
は
英
國
と
の
抗
争
に
對
す
る
抵
識

と
し
て
チ
ベ
ッ
ト
に
勢
力
を
張
る
べ
き
事
を
、
王
張
し
、
此
の
人
物
が
一
九
○
○
年
九
月
礁
都
に
於
て
皇
帝
の
湫
待
を
受
け
、
英
幽
の

感
怖
を
大
い
に
害
し
た
。
Ⅷ
卿
教
主
と
好
を
通
ぜ
ん
と
す
る
二
匪
日
の
試
み
が
失
敗
に
歸
す
る
や
、
印
度
總
督
は
遂
に
弧
硬
な
る
態

度
に
川
で
、
霞
嶌
冒
州
に
於
け
る
英
図
理
事
官
は
チ
幸
ヘ
ッ
ト
の
俊
入
せ
る
地
方
に
標
娃
笹
建
て
、
此
の
柱
に
し
て
倒
さ
れ
ん
か
、

英
凹
は
（
》
旨
》
一
言
ご
畠
①
）
、
を
占
価
す
べ
し
と
提
議
し
、
本
國
政
府
の
承
認
を
得
る
や
、
英
國
理
事
官
は
一
九
○
一
犀
型
醗
三
合
居

の
北
方
に
進
み
、
チ
ベ
ッ
ト
人
に
図
境
内
に
退
く
べ
く
命
じ
た
。
一
九
○
二
一
年
一
月
印
度
政
府
は
更
に
正
大
な
る
派
迩
隊
の
計
測
を

提
龍
し
た
。
こ
・
ｎ
チ
ベ
ッ
ト
と
英
國
と
の
全
政
沿
的
關
係
を
一
梁
に
解
決
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
後
に
述
ぶ
る
国
○
二
晶
冒
‐

提
議
し
た
。
こ
れ
チ
ベ
ッ
，
《

ｍ
ご
己
〕
色
冒
昌
、
巴
○
口
で
ゑ
の
る
０

岨
ご
寧
博
ｅ
冒
昌
、
召
○
口
て
方
》
》
る
‐

中
亜
に
於
け
る
英
露
衝
突
の
錐
三
の
問
題
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
あ
っ
て
、
此
の
地
に
於
て
雨
國
勢
力
は
十
九
世
紀
牛
ぱ
以
来
水

く
手
ひ
來
つ
化
。
抑
々
図
王
（
昔
旨
の
胃
）
は
英
國
の
財
政
的
支
配
下
に
あ
り
、
此
の
地
は
英
図
の
勢
力
範
幽
に
風
す
る
も
の
と
さ
れ

て
居
た
。
即
ち
、
一
八
八
○
年
降
冨
ロ
胃
昏
冒
冒
を
図
王
に
承
認
す
る
時
英
剛
は
、
外
國
の
侵
入
に
對
し
て
媛
助
を
與
ふ
く
言
を

約
し
、
八
寓
ボ
ン
ド
の
年
金
を
與
へ
た
。
其
の
代
価
と
し
て
剛
王
は
外
交
問
題
に
於
て
、
英
剛
の
意
見
に
從
ふ
事
を
約
し
た
。
此
の

協
定
は
一
八
九
三
年
に
碑
ぴ
確
認
さ
れ
、
年
金
も
埴
額
さ
れ
た
。
之
に
も
拘
ら
ず
‘
露
閏
の
經
濟
的
進
出
は
大
い
に
盛
ん
で
‘
旨
日
三

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
露
協
商
成
立
の
研
究
二
毛

’



｜

’

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
露
協
商
成
立
の
研
究
二
一
一
八

よ
り
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
の
國
境
↓
ま
で
繊
道
が
敷
設
さ
れ
、
露
岡
の
岡
境
取
は
坤
大
さ
れ
た
。
甫
阿
戦
役
に
よ
っ
て
英
國
の
勢
力
が
弱

ま
っ
た
に
乗
じ
て
、
園
ロ
⑦
冒
旨
よ
り
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
政
府
と
正
式
の
交
渉
を
結
ぶ
に
至
っ
た
。
斯
か
る
露
阿
の
行
動
は
英
剛
の
有

す
る
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
外
交
問
題
支
酒
樅
と
一
致
せ
ざ
る
も
の
な
り
、
と
の
英
國
政
府
の
抗
議
も
露
國
の
無
覗
す
る
虚
で
あ
っ
た
。

而
か
も
王
位
の
更
迭
あ
る
や
新
國
王
国
雷
寓
言
冒
旨
は
露
阿
の
保
護
を
収
ん
で
、
一
九
○
一
年
に
英
國
の
年
金
を
突
返
し
、
印
度

訪
問
の
招
待
を
も
拒
絶
し
た
。
斯
く
て
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
が
露
國
の
支
配
下
に
陥
る
危
険
は
頗
る
大
と
成
る
に
至
っ
た
。
英
凹
と
し

て
は
、
斯
か
る
現
存
的
状
態
の
愛
化
を
企
つ
る
が
如
き
露
剛
の
俊
略
を
到
底
廿
受
し
得
ず
、
時
宛
か
も
南
阿
戦
争
は
一
九
○
二
年
五

月
経
了
し
、
同
年
一
月
の
日
英
同
盟
は
英
剛
の
東
洋
に
於
け
る
一
般
的
地
位
を
大
い
に
弧
め
、
殊
に
日
英
同
盟
の
交
渉
に
よ
っ
て
、

日
本
が
早
晩
露
國
と
戦
ふ
に
至
る
べ
き
事
を
確
信
し
た
。
さ
れ
ば
一
九
○
二
年
に
至
っ
て
英
図
の
露
國
に
對
す
る
抗
議
は
次
鰯
に
弧

硬
と
成
り
、
露
國
も
遂
に
眞
面
目
な
る
交
渉
を
回
避
し
得
ざ
る
に
至
っ
た
。
而
し
て
此
の
交
渉
は
単
に
佃
々
の
抗
癖
鮎
に
止
ら
ず
，

英
露
一
般
關
係
に
就
て
討
究
さ
る
豈
事
と
成
っ
た
。
（
一
九
○
○
年
二
月
よ
り
一
九
○
四
年
四
月
に
至
る
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
に
開
す
る

英
露
の
交
渉
に
就
て
は
、
ｚ
ｏ
Ｌ
雷
．
旨
の
冒
○
冒
冒
含
冒
曙
①
、
胃
昌
掲
蜀
巨
、
ｍ
営
騨
冒
白
筐
瞥
冒
爵
言
旨
．
○
３
．
侭
》
邑
冨
．
及
び
園
○
．

隼
患
．
胃
①
冒
○
冒
胄
且
白
目
○
口
弱
畠
ｇ
ｌ
岸
碕
盲
目
酢
言
巳
罰
昌
鼻
旨
】
扇
．
己
⑦
。
・
屋
）
屋
急
．
に
詳
し
）
。

英
露
協
商
交
渉
の
歴
史
は
之
を
三
期
に
分
ち
得
る
。
節
一
期
は
一
九
○
三
年
十
一
月
よ
り
日
蝶
戦
役
の
勃
發
ま
で
．
節
二
期
は
日

露
戦
役
時
代
、
第
三
期
は
一
九
○
五
年
九
月
の
ボ
ー
ッ
↓
、
ス
平
和
よ
り
協
商
成
立
に
立
る
迄
で
あ
る
。

一
九
○
三
年
八
月
十
二
日
の
英
國
外
相
と
露
國
大
使
と
の
御
見
に
就
い
て
は
、
既
に
先
に
述
べ
た
が
、
其
の
後
大
使
ベ
ン
ケ
ン
ド

ル
フ
は
齢
國
し
て
居
た
。
其
の
間
に
彼
は
秋
の
始
め
に
露
都
に
於
て
露
國
外
和
博
夢
冒
昌
○
員
と
，
更
に
北
一
月
始
め
外
相
が
バ
リ

｜

’

’



’

を
訪
問
す
る
や
同
地
に
於
て
，
英
露
關
係
に
就
て
議
す
る
庭
が
あ
っ
た
。
ラ
ム
ス
ド
ル
フ
は
大
鰐
英
國
に
對
し
て
好
感
を
有
し
て
居

り
、
英
露
關
係
を
良
化
せ
し
む
る
が
爲
に
英
國
外
相
と
商
議
す
べ
き
事
を
ベ
ン
ヶ
ン
ド
ル
フ
に
命
じ
た
の
で
あ
る
。
故
に
ベ
ン
ヶ
ン

ド
ル
フ
は
歸
任
す
る
や
十
一
月
七
日
英
画
外
相
を
訪
れ
、
此
産
に
英
露
了
解
の
最
初
の
交
渉
が
開
始
さ
る
豈
に
至
っ
た
。
勿
論
第
一

期
の
交
渉
に
於
て
は
、
警
戒
的
な
探
り
合
ひ
の
状
態
を
脱
し
な
か
っ
た
。

《

而
し
て
其
の
發
意
は
英
國
側
に
あ
っ
た
。
此
の
會
見
に
於
て
英
幽
外
相
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
問
題
に
開
し
て
露
國
の
取
り
し

態
度
は
英
國
に
妓
も
悪
き
印
象
を
與
へ
、
叉
極
東
問
題
に
於
て
も
露
國
の
明
確
な
る
要
望
の
明
か
な
ら
ざ
る
爲
に
英
図
と
し
て
は
顔

ろ
困
惑
せ
ろ
旨
を
述
べ
た
（
ご
巳
．
胃
．
ｚ
○
．
誤
巴
。
更
に
十
七
日
の
會
見
に
於
て
、
時
宛
か
も
既
述
の
出
○
昌
旨
唄
占
巨
号
目
（
胃
大
佐
の
遠

デ

征
除
が
將
に
チ
ベ
ッ
ト
に
向
っ
て
進
崇
ん
，
こ
す
る
の
報
道
を
得
た
露
國
大
使
は
、
之
に
對
し
て
抗
議
を
申
込
ん
だ
が
、
英
図
外
扣
は

之
を
鋭
く
拒
絶
し
、
肖
酋
守
宮
旨
口
今
さ
員
冨
昏
号
詳
の
①
①
】
昌
昌
さ
旨
①
言
冒
］
皇
冒
呂
め
員
の
、
曾
酉
己
．
鴨
讐
鼻
昏
①
ｍ
①
冒
○
註
、
訂

陰
○
口
●
国
ず
の
Ｅ
浄
号
ご
笥
筈
の
車
Ｃ
弓
①
旨
冒
⑦
ｇ
爲
酉
弓
○
笥
自
君
匡
呂
犀
昌
己
］
○
ご
①
尾
昏
①
弓
ｇ
●
国
旨
ｇ
⑦
曙
］
』
の
、
一
曾
言
（
冒
す
①
“
ロ
昌
○
閏
’

＠
宮
‐
且
〕
○
旨
詳
切
旨
①
侭
］
ｇ
ｏ
昌
届
ゴ
ぽ
⑦
眉
筈
①
ｓ
居
巳
ご
醜
冨
巳
，
⑦
⑦
ｍ
、
①
①
Ｅ
の
包
甘
曙
①
二
口
臂
①
号
毘
昏
①
国
目
、
、
量
冒
の
○
弓
①
尾
巳
日
の
巳
守

り

旨
Ｐ
ａ
騨
罵
碕
旨
ず
き
Ｃ
Ｏ
日
直
自
己
．
具
．
巨
亟
甘
蝿
曾
嵐
匡
覗
、
言
弓
、
肖
戸
２
９
の
尾
ざ
○
ず
盲
目
居
宅
目
鼻
ご
旨
，
痔
○
日
守
固
①
良
一
〕
耳
目
届
ず
『

功
邑
司
陰
旨
負
口
晦
甘
旨
さ
目
芦
す
①
言
冒
苗
胃
甘
さ
吋
望
剥
ぐ
巳
客
屍
鄙
目
白
○
閉
旨
巳
唾
臣
騨
唖
の
切
彦
○
口
●
胃
包
司
①
属
９
－
〕
①
⑦
旨
蔵
匡
①
盈
甘
目
、
①
】
目
昭
①
的
夢
滝
角
守
○

園
易
切
言
旨
①
旨
昌
ｏ
言
冒
巨
の
旨
討
冒
胃
目
⑦
冒
昌
〕
日
胃
冨
、
雷
ロ
』
弓
⑦
風
ご
曾
昌
①
房
呂
彦
胃
の
）
．
，
と
述
べ
た
（
ｚ
○
・
場
ｓ
ｏ
而
し
て
英

國
外
相
は
、
英
露
の
了
解
に
棚
し
て
露
國
側
の
具
艘
的
な
る
提
案
を
求
め
た
が
、
露
幽
大
使
は
之
を
爲
す
の
椛
限
を
未
だ
有
せ
ず
と

答
へ
、
外
相
を
失
望
せ
し
め
た
（
ｚ
○
．
勗
旨
）
。

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
螺
協
商
成
立
の
研
究
一
三
九
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ハ
ー
ヂ
ン
グ
は
、
ア
ジ
ア
に
於
け
る
英
國
の
政
策
が
從
來
現
状
維
持
を
目
的
ど
せ
る
に
反
し
、
露
國
は
常
に
侵
略
的
政
策
に
出
づ

る
は
噸
る
迩
憾
な
り
と
し
た
が
、
露
國
大
使
は
敢
て
こ
れ
に
反
對
し
な
か
っ
た
。
雨
者
の
論
議
は
先
づ
滿
洲
よ
り
姑
つ
だ
が
、
大
使

は
現
在
露
幽
に
は
滿
洲
撤
兵
に
閉
し
て
賛
否
の
二
論
あ
っ
て
決
せ
ず
、
英
幽
が
此
の
撤
兵
を
固
執
せ
ざ
ち
ん
事
を
諸
ひ
、
之
に
對
し

て
ハ
ー
ヂ
ン
グ
は
滿
洲
の
門
戸
開
放
の
維
持
を
要
求
す
る
庭
が
あ
っ
た
が
、
露
國
大
使
は
之
を
約
す
る
事
は
出
來
ろ
が
關
税
の
問
題

に
開
し
て
餘
り
に
英
國
が
弧
く
主
張
せ
ざ
ち
ん
事
を
請
う
た
。
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
、
チ
ベ
ッ
ト
に
開
し
て
は
、
露
國
は
此
等
が
英
國

の
勢
力
範
剛
下
に
あ
る
を
認
め
た
が
、
た
ソ
非
政
治
的
問
題
に
開
し
て
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
と
の
滴
接
關
係
を
有
す
べ
き
椛
利
を
欲
し

之
に
鮒
す
る
規
定
の
迩
奉
は
露
國
と
し
て
保
證
す
る
虎
で
あ
る
。
ペ
ル
シ
ア
に
開
し
て
は
鮮
國
勢
力
範
困
は
南
北
に
分
っ
事
に
反
對

し
、
ペ
ル
シ
ア
漣
に
於
け
る
《
農
言
目
昏
①
８
日
日
胃
。
畠
こ
即
ち
南
部
へ
の
鐵
道
（
但
し
軍
事
的
施
設
を
篤
さ
ず
）
を
要
求
し
た
が

之
に
對
し
ハ
ー
ヂ
ン
グ
は
、
ペ
ル
シ
ア
湾
に
於
て
他
の
弧
國
に
特
椛
を
決
し
て
許
す
事
は
出
来
な
い
と
答
へ
た
。
妓
後
に
ハ
ー
ヂ
ン

グ
は
、
露
國
が
既
に
其
の
手
を
延
し
つ
蚤
あ
る
、
鳥
言
冒
は
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
及
び
印
度
と
境
を
接
し
頗
る
重
要
な
れ
ば
．
此
の

地
に
於
け
る
露
國
の
優
越
を
許
さ
な
い
と
述
べ
た
が
、
之
に
對
し
露
國
大
使
は
呼
岳
冒
旨
が
英
幽
の
勢
力
範
園
内
に
あ
る
を
認
め
る

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
露
協
商
成
立
の
研
究
．
一
四
○

其
の
後
露
國
大
使
は
弓
旨
身
○
尾
離
窩
に
赴
き
英
図
王
に
拝
謁
し
た
が
，
此
の
時
岡
王
は
英
露
接
近
の
問
題
に
開
し
て
熱
心
に
語

り
、
「
抗
争
中
の
極
々
な
る
軸
に
開
し
て
雨
國
政
府
間
の
よ
り
良
き
了
解
を
成
立
せ
し
む
る
が
爲
に
大
い
に
努
力
す
べ
し
」
と
の
希
望

を
大
使
に
告
げ
た
（
ｚ
○
．
勗
巴
。
こ
れ
國
王
の
協
商
政
策
に
對
す
る
熱
意
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
大
使
は
此
の
滞
在
中
英
國

外
務
次
官
袖
佐
国
自
己
侭
の
と
十
一
月
二
十
二
日
長
き
會
談
を
爲
し
た
が
、
こ
れ
は
英
露
接
近
の
初
期
の
状
態
を
よ
く
示
し
た
も
の

で
あ
る
（
ｚ
ｏ
・
品
与
）
。

ハ
ー
ヂ
ン
グ
は
、
ア

牡



と
答
へ
た
。
而
し
て
大
使
は
此
の
會
談
に
於
て
、
本
國
よ
り
訓
令
を
受
け
居
ら
《
γ
と
述
べ
て
居
る
が
、
大
使
の
言
が
或
る
程
度
ま
で

露
國
外
相
共
の
人
の
意
見
の
表
現
と
見
て
差
支
へ
な
し
と
、
ハ
ー
ヂ
ン
グ
は
其
の
報
告
に
於
て
書
い
て
居
る
。

斯
か
る
交
渉
に
於
て
露
國
は
頗
る
鯛
箪
鯰
式
の
態
度
に
出
た
の
で
、
交
渉
は
殆
ん
ど
進
捗
を
見
せ
な
か
っ
た
。
露
國
は
、
或
は
同

答
を
遅
ら
し
，
或
は
特
殊
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
問
題
に
弧
硬
な
る
要
求
を
爲
し
、
一
九
○
三
年
十
月
六
日
の
通
告
の
如
き
は
、
ハ
ー

ヂ
ン
グ
を
し
て
《
ご
昌
①
巨
写
Ｃ
昌
旨
さ
旨
．
①
自
己
酉
言
呂
普
ａ
ｍ
８
巨
．
吾
①
○
・
巨
叩
旨
若
日
●
旨
、
。
．
と
云
は
し
め
た
程
で
あ
ｈ
ソ
、
或
は
又
反

對
に
、
既
に
述
べ
た
如
く
十
一
月
七
日
露
國
大
使
が
本
國
よ
り
ロ
ン
ド
ン
に
蹴
る
や
英
國
外
相
に
、
友
誼
的
了
解
に
到
達
せ
ん
と
す

る
露
國
政
府
の
頗
る
懇
鮪
な
る
希
望
を
述
べ
た
。
兎
に
角
、
英
國
が
明
確
な
る
提
案
を
要
求
せ
る
に
反
し
、
露
國
は
常
に
自
己
の
目

的
に
閉
す
る
明
確
且
つ
拘
束
的
な
る
返
答
を
回
避
し
て
居
た
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
き
第
一
期
の
英
露
交
渉
は
、
日
露
戦
役
の
勃
發
（
一
九
○
四
年
二
月
十
日
宣
戦
）
に
よ
っ
て
其
の
進
行
を
阻
止
さ
る
シ

の
止
む
な
き
に
至
っ
た
。
日
本
の
同
盟
閲
と
し
て
の
英
國
の
輿
論
は
勿
論
日
本
に
味
方
し
た
が
、
英
國
政
府
は
嚴
立
中
立
を
維
持
し

た
。
然
る
に
一
九
○
四
年
四
月
八
日
の
英
佛
協
商
の
成
立
は
、
英
露
の
接
近
に
新
局
面
を
典
ふ
く
き
も
の
で
あ
っ
た
。
英
國
主
エ
ド

ワ
ー
ド
七
世
が
、
英
佛
協
商
を
史
に
完
全
な
ら
し
む
る
が
鰯
に
英
露
の
了
解
を
成
立
せ
し
む
る
に
大
い
に
熱
心
な
る
事
は
既
に
見
た

虚
で
あ
る
が
王
は
一
九
○
四
年
四
月
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
赴
き
、
此
の
地
に
於
て
十
四
日
、
將
來
の
露
國
外
交
に
蚊
も
亜
大
な
る
役

荊
を
波
ず
べ
き
房
ぐ
Ｃ
冨
二
、
と
命
唖
兇
し
た
。
此
の
際
王
は
、
新
仁
に
成
っ
た
英
佛
協
商
笹
段
階
と
し
て
英
露
胴
剛
川
の
諸
問
題
を
解

決
し
、
而
幽
の
鮒
係
を
友
誼
的
な
ら
し
む
る
に
大
な
る
希
撃
笹
有
す
る
旨
を
述
べ
た
。
こ
れ
、
英
鰐
接
近
の
促
進
に
頗
る
明
確
な
る

一
歩
を
踏
出
し
た
も
の
で
あ
る
色
８
』
］
白
〕
ぬ
園
冒
壹
昌
弓
昌
．
司
具
目
．
層
．
画
霞
Ｉ
『
・
に
詳
し
）
。
常
時
ィ
参
ス
ヴ
ル
ス
キ
ィ
は
、

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
露
協
商
成
立
の
研
究
一
四
一
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１
１

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
露
協
商
成
立
の
研
究
一
四
二
・

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
駐
在
露
國
公
使
と
し
て
未
だ
屯
要
な
る
地
位
に
は
居
ら
な
か
っ
た
が
、
彼
の
野
心
は
よ
り
高
き
昇
進
を
望
ん
で
止

ま
な
か
っ
た
。
今
や
英
閣
主
よ
り
斯
か
る
重
大
な
る
提
議
を
受
け
て
大
い
に
喜
び
、
英
露
の
接
近
を
以
て
今
後
の
彼
の
政
策
の
主
要

、
的
と
す
る
に
至
っ
た
。
英
國
王
は
歸
國
後
も
更
に
、
露
國
大
使
ベ
ン
ク
ン
ド
ル
フ
と
再
び
同
様
の
問
題
に
就
て
語
っ
た
の
で
あ
る
。

四
、
五
、
六
月
に
於
て
英
露
安
協
に
開
す
る
交
渉
の
繼
綾
が
英
剛
側
よ
り
腱
々
要
求
さ
れ
た
に
拘
ら
ず
、
露
閏
は
日
鯵
職
役
の
爲

に
何
等
か
の
決
定
を
與
ふ
る
を
回
避
し
た
事
は
英
國
文
書
の
示
す
虚
で
あ
る
。
併
し
英
悶
と
し
て
は
一
度
ぴ
附
姑
さ
れ
た
交
渉
を
放

棄
せ
ん
と
は
欲
せ
ず
、
殊
に
戦
役
中
英
國
の
好
意
を
得
る
鯛
に
露
國
と
し
て
は
必
や
交
渉
に
應
じ
來
る
べ
し
と
信
じ
た
。
勿
論
撚
國

と
し
て
も
英
幽
の
要
求
を
排
す
る
課
で
は
な
く
、
五
月
四
日
ベ
ン
ヶ
ン
ド
ル
フ
が
英
閏
外
扣
に
典
へ
し
露
剛
外
相
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
に

よ
れ
ば
、
「
日
本
と
の
戦
は
現
状
を
交
渉
州
始
に
不
利
な
る
も
の
と
せ
り
，
さ
れ
ど
露
阿
政
府
は
、
若
し
英
図
政
府
に
し
て
確
立
さ
れ

ん
事
を
欲
す
る
公
平
な
る
條
件
を
明
確
に
決
定
す
る
な
ら
ば
、
誠
意
あ
る
了
解
に
は
決
し
て
反
對
し
來
ら
ざ
り
き
。
・
・
・
：
・
英
鬮
の
極

東
戦
中
の
態
度
が
其
の
與
へ
し
保
證
と
一
致
し
綾
く
る
な
ら
ば
、
戦
の
維
末
が
此
の
問
題
（
英
露
了
解
）
の
交
渉
を
附
く
機
會
を
與

ふ
る
や
否
や
、
露
幽
は
雨
國
政
府
に
開
す
る
凡
ゆ
る
問
題
に
就
て
出
來
得
る
限
り
完
全
な
る
了
解
に
逹
せ
ん
事
を
最
も
欲
す
・
ろ
も
の

な
り
」
と
あ
る
（
塁
○
．
屍
ｃ
・
日
露
戦
役
は
単
に
日
本
の
み
な
ら
ず
叉
英
國
の
利
害
を
も
擁
護
す
べ
き
性
質
を
有
し
て
居
た
。
而
か

も
英
國
が
戦
役
中
、
日
本
の
敵
た
る
露
國
と
接
近
の
交
渉
を
鰯
せ
る
が
如
き
は
、
英
國
外
交
の
陰
嶮
さ
を
よ
く
示
す
も
の
で
あ
る
。

勿
論
英
國
は
、
其
の
交
渉
に
於
て
露
國
を
し
て
田
來
得
る
限
り
譲
歩
的
た
ら
し
む
る
爲
に
、
露
國
の
戦
敗
を
望
ん
で
居
た
。
日
本
に

對
す
る
勝
利
が
露
國
を
し
て
更
に
傲
慢
た
ら
し
む
く
き
事
は
、
少
し
前
駐
英
露
図
大
使
と
成
っ
た
ハ
ー
ヂ
ン
グ
が
言
詳
①
と
六
月

三
十
日
爲
し
た
會
談
に
よ
っ
て
明
か
で
あ
る
。
ヰ
ッ
テ
は
、
露
國
が
日
本
に
勝
た
ば
、
滿
洲
撤
兵
は
お
ろ
か
、
更
に
朝
鮮
を
も
手
中

Ｉ
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に
入
る
べ
し
と
露
骨
に
語
り
，
英
幽
が
共
の
際
露
図
の
極
東
政
策
に
反
對
す
る
も
其
の
試
み
は
全
く
孤
立
無
援
と
成
る
べ
し
、
何
と

な
ら
ば
猫
逸
も
佛
國
も
露
國
反
對
の
態
度
を
取
る
事
は
な
し
と
皮
肉
っ
た
。
斯
か
る
ヰ
ッ
｜
プ
の
言
は
、
日
露
戦
役
な
る
も
の
種
閏
際

的
意
義
を
よ
く
暗
示
せ
る
も
の
と
云
ふ
く
く
、
若
し
戦
が
日
本
の
敗
北
に
歸
し
て
居
た
な
ら
ば
、
極
東
問
題
は
勿
論
、
共
の
後
の
鰍

洲
剛
際
關
係
は
重
大
な
る
愛
化
を
受
け
た
も
の
と
推
す
る
充
分
の
根
擦
が
あ
る
。

上
述
の
如
き
戦
役
初
期
に
於
け
る
英
図
の
露
國
接
近
に
對
す
る
要
望
は
、
英
幽
皇
帝
の
好
意
を
も
受
け
．
英
國
大
使
ハ
ー
ヂ
ン
グ

が
五
月
二
十
六
日
露
函
皇
帝
に
其
の
信
任
状
を
奉
呈
し
、
雨
脚
間
の
波
も
友
誼
的
な
る
關
係
を
作
ら
ん
事
に
對
す
る
英
阿
王
の
熱
心

な
る
希
望
を
述
ぶ
る
や
、
皇
帝
之
に
感
謝
し
て
「
そ
は
亦
朕
の
熱
烈
な
る
希
望
な
り
」
と
答
へ
た
（
ｚ
○
．
品
ご
◎
斯
く
て
露
図
は
ゞ

最
近
成
立
し
た
英
佛
協
商
に
明
確
な
る
承
認
を
與
へ
て
共
の
好
意
を
示
し
た
。

之
に
對
し
．
英
國
と
し
て
は
チ
ベ
ッ
ト
問
題
に
開
し
て
六
月
二
日
、
園
○
昌
眉
冒
吾
圏
ロ
（
胄
旨
閏
○
口
は
チ
ベ
ッ
ト
の
占
領
或
は
チ

ベ
ッ
ト
問
題
に
對
す
る
永
久
的
干
渉
を
耐
す
も
の
に
非
ず
、
該
進
出
は
た
ざ
瀧
足
を
得
ん
が
爲
に
爲
さ
れ
し
も
の
で
、
賠
俄
を
得
れ

ば
直
ち
に
撤
兵
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
、
決
し
て
チ
ベ
ッ
ト
に
於
け
る
永
久
的
派
迩
隊
を
建
て
ん
が
篤
に
準
備
さ
れ
し
も
の
に
非
ざ

る
旨
を
露
國
に
通
告
し
清
（
易
。
．
９
ｓ
。
露
國
は
此
の
英
図
の
朧
明
を
喜
ん
だ
の
で
あ
る
が
、
一
方
閏
○
口
掲
冒
の
冨
畠
旨
、
里
。
旨

は
途
に
八
月
三
日
チ
ベ
ッ
ト
の
都
圃
冒
、
雷
を
武
力
的
に
占
仙
し
、
九
月
七
日
英
蜘
チ
ベ
ッ
ト
の
間
に
巨
昌
ｍ
圏
９
冒
訓
の
ｇ
ご
画
の

成
立
を
見
た
（
ｚ
○
．
患
９
．
之
に
よ
れ
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
は
一
八
九
○
年
の
露
支
協
定
を
尊
重
し
、
該
協
定
の
第
一
條
に
從
ひ
て
剛
境

標
柱
を
建
つ
べ
し
（
錐
一
條
）
三
箇
所
に
貿
易
市
場
を
附
く
べ
し
（
鰯
二
條
）
、
チ
ベ
ッ
ト
は
相
互
に
規
定
さ
れ
し
税
率
以
外
の
如
何

な
る
税
を
も
徴
し
得
ず
（
鰯
囮
條
）
幽
境
よ
り
市
場
に
至
る
道
路
を
州
放
す
べ
く
、
三
市
場
に
チ
ベ
ッ
ト
の
代
理
看
を
近
く
く
し
、

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
露
協
商
成
立
の
研
究
一
四
三

や
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1

更
に
英
露
間
に
問
題
を
起
し
た
の
は
‐
日
露
戦
争
に
閑
聯
し
た
、
欝
図
の
黒
海
艦
隊
の
問
題
で
あ
っ
た
。
露
國
の
軍
艦
の
ダ
ー
ダ

ネ
ル
ス
海
峡
通
過
の
問
題
は
既
に
一
九
○
二
年
に
起
り
‐
此
の
年
八
月
欝
國
は
四
災
の
水
斫
艇
の
海
峡
通
過
を
要
求
し
、
九
月
サ
ル

タ
ン
は
條
件
附
き
に
て
之
を
許
川
し
た
。
駐
土
英
国
大
使
は
一
九
○
三
年
一
月
六
日
、
土
耳
古
に
右
の
條
約
遠
反
の
事
疫
に
對
す
る

抗
議
を
提
出
し
、
英
國
も
機
含
起
ら
ぱ
同
様
の
特
椛
を
要
求
す
べ
し
と
述
べ
た
。
日
露
戦
役
の
勃
發
に
よ
っ
て
、
露
隅
が
其
の
熱
海

艦
隊
を
ｎ
本
方
面
に
派
通
し
た
き
事
山
々
な
る
は
術
然
の
理
で
あ
る
が
、
英
阿
政
府
と
し
て
は
國
際
條
約
尊
重
の
上
よ
り
，
將
た
又

日
本
に
對
す
る
配
慮
よ
り
、
露
岡
軍
艦
の
海
峡
通
過
に
閏
Ⅲ
た
る
反
對
在
唱
へ
て
居
た
事
は
、
一
九
○
四
年
二
月
二
十
七
日
英
馴
外

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
雛
協
商
成
立
の
研
究
一
川
凹

（
節
五
條
）
チ
ベ
ッ
ト
は
賠
価
金
と
し
て
五
十
醐
ボ
ン
ド
を
毎
年
十
曲
ル
ピ
ー
宛
七
十
近
年
Ⅲ
に
支
挑
ふ
く
く
、
其
の
支
挑
完
了
迄

英
國
は
保
證
と
し
て
○
盲
目
豆
ご
昌
亀
を
汽
仙
す
（
錐
六
、
七
條
）
、
甘
郡
に
至
る
逝
路
の
凡
ゆ
る
要
害
を
破
壊
す
べ
し
（
節
八
條
）

チ
ベ
ッ
ト
政
府
は
豫
め
英
國
政
府
の
承
諾
を
得
る
に
非
れ
ぱ
、
（
＆
）
チ
ベ
ッ
ト
の
領
土
の
如
何
な
る
部
分
も
他
弧
図
に
譲
渡
‘
買
却

租
惜
、
抵
岱
或
は
他
に
占
有
の
爲
に
典
へ
ら
れ
得
ず
、
（
ｂ
）
他
列
弧
が
チ
ベ
ッ
ト
の
問
題
に
干
渉
す
る
を
許
さ
ず
、
（
ｃ
）
他
弧
幽
の

代
表
或
は
代
理
を
チ
ベ
ッ
ト
に
置
く
を
許
さ
ず
、
（
ｄ
）
繊
道
、
逝
路
似
電
信
、
鍍
山
共
の
他
の
利
椛
を
他
弧
國
或
は
共
の
人
民
に
識

渡
さ
る
勇
を
許
さ
ず
、
斯
か
る
譲
渡
が
承
認
さ
る
豈
場
合
に
は
同
様
な
る
譲
渡
を
英
図
に
爲
す
べ
し
、
（
ｅ
）
如
何
な
る
チ
ベ
ッ
ト
の

收
入
も
他
弧
國
或
は
共
の
人
民
に
賀
入
或
は
委
託
さ
れ
得
ず
（
錨
九
條
）
ｃ
以
上
の
協
定
の
内
容
を
見
る
に
、
最
後
の
錐
九
條
の
如
き

は
チ
ベ
ッ
ト
に
對
す
る
露
國
の
野
心
を
完
全
に
封
じ
去
り
し
も
の
で
、
此
の
條
約
は
確
か
に
英
幽
外
交
の
大
成
功
と
云
ひ
得
る
。
斯

か
る
條
約
に
對
し
て
露
國
は
頗
る
不
滿
を
抱
き
英
岡
に
弧
硬
に
抗
議
し
、
先
の
六
月
二
日
の
英
國
外
扣
の
謹
明
に
逹
反
せ
る
旨
を
責

め
た
の
で
あ
る
（
里
（
）
ｍ
，
ど
Ｐ
ｇ
ｃ
。’

つ

●

〆

1

1

1

’
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『
九
○
七
年
に
於
け
る
英
鱒
協
商
成
立
の
研
究
一
四
六

碕
昌
ｏ
ｐ
ｇ
目
冒
昌
の
船
二
隻
の
海
峡
通
過
を
許
可
し
た
（
圏
○
・
国
）
。
斯
か
る
露
幽
の
行
動
に
對
し
て
英
図
は
大
い
に
怒
り
、
上

記
の
《
喚
目
昌
呂
、
丙
』
《
《
用
曾
胃
、
言
侭
這
が
名
を
鍵
へ
て
巡
洋
艦
と
し
て
冒
冒
ロ
港
よ
ゞ
り
州
發
せ
ん
と
し
居
る
本
に
就
い
て
，
ラ
ン

ス
ダ
ゥ
ン
は
十
一
月
三
日
露
図
大
使
に
、
露
図
の
偽
臓
的
行
鰯
を
厳
亜
に
抗
議
し
た
（
国
○
．
息
）
・
露
國
の
黒
海
艦
隊
を
バ
ル
ト
艦
隊

と
合
し
て
東
洋
に
向
は
し
め
ん
と
す
る
露
帝
の
希
望
に
對
し
て
は
、
柵
帝
は
十
月
十
日
親
書
を
以
て
其
の
計
荊
を
煽
動
す
る
庭
め
っ

た
が
、
露
國
と
し
て
も
英
図
の
反
對
を
無
脱
し
得
ず
、
結
局
黒
海
艦
隊
は
口
蝶
戦
役
中
活
動
を
封
じ
去
ら
れ
了
っ
た
。

然
る
に
更
に
新
た
な
問
題
が
英
露
關
係
を
緊
張
せ
し
め
た
。
こ
れ
即
ち
己
。
闇
の
滝
田
震
具
率
件
で
あ
る
。
東
洋
に
伽
ふ
鰯
９
。
‐

陽
冒
澤
港
を
發
し
た
露
國
の
バ
ル
ト
艦
隊
は
、
日
本
が
北
海
に
水
術
艇
を
派
辿
し
た
と
の
誤
れ
る
風
説
に
頗
る
川
經
を
失
し
て
鵬

た
が
、
十
月
二
十
一
日
夜
同
艦
隊
に
屈
し
た
運
逢
船
員
要
目
討
呂
皇
宮
は
諾
威
及
び
丁
抹
の
漁
船
を
日
本
の
水
満
艇
と
謀
り
、
之
を

砲
撃
し
て
去
ら
し
め
た
。
此
の
報
を
得
た
提
将
国
○
苞
①
、
牙
①
巳
、
匂
は
愈
々
日
本
水
術
艇
の
存
在
を
確
信
し
、
同
日
踵
夜
中
過
ぎ
、

宛
か
も
北
海
ロ
。
脂
の
曙
国
富
具
に
於
て
漁
業
に
從
事
し
て
居
た
国
巳
』
の
《
の
曽
昌
の
８
．
庵
．
漁
船
隊
約
五
十
隻
を
．
日
本
水
砺
艇

と
信
じ
、
何
等
の
警
告
な
く
之
に
砲
火
を
浴
せ
多
大
の
扱
害
を
與
へ
た
。
此
の
事
件
は
勿
論
英
図
の
輿
論
を
大
い
に
激
昂
せ
し
め
、

閃
○
ｍ
①
意
ご
卿
の
如
き
は
、
《
罰
ロ
ロ
号
呂
冨
冨
の
○
口
言
晶
①
ご
な
り
と
攻
暇
し
た
。
併
し
な
が
ら
‐
英
國
と
し
て
此
の
問
題
に
除
り
強
硬

な
る
態
度
を
取
る
事
は
、
英
露
交
渉
の
將
求
に
於
け
る
繼
綾
を
不
可
能
な
ら
し
む
く
し
と
考
へ
、
一
方
露
國
に
於
て
も
日
本
と
の
戦

に
於
て
英
函
の
感
情
を
害
す
る
は
頗
る
不
得
策
で
あ
る
。
斯
か
る
雨
國
の
立
場
は
、
輿
論
の
激
動
に
も
拘
ら
ず
、
雨
図
政
府
を
し
て

冷
靜
に
事
件
を
解
決
せ
し
む
る
に
至
っ
た
。
即
ち
、
十
月
二
十
五
日
露
帝
は
該
事
件
に
淵
し
て
深
き
遼
憾
の
意
を
表
し
、
覗
怖
判
明

茨
第
適
謝
な
る
賠
俊
を
爲
す
べ
き
メ
ッ
セ
ー
ジ
わ
英
國
大
使
に
典
へ
た
（
国
。
．
ご
）
。
佛
國
外
相
デ
ル
カ
ッ
セ
は
此
の
問
題
解
決
の
鯛

Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ



に
調
停
を
試
み
．
数
次
の
交
渉
を
經
て
．
十
一
月
一
千
五
日
露
部
に
於
て
協
定
成
り
負
○
・
ｇ
）
、
事
件
の
調
蚕
を
英
露
米
佛
の
四
人

の
海
軍
士
官
に
委
任
す
る
事
と
な
り
、
此
の
委
員
會
は
十
二
月
二
十
二
日
よ
り
共
の
調
森
を
進
め
、
一
九
○
五
年
二
月
二
十
五
日
の

報
告
に
よ
っ
て
、
露
提
得
の
過
失
が
認
め
ら
れ
、
問
題
は
無
事
解
決
し
た
。

此
の
事
併
に
於
て
英
國
が
融
和
的
態
庇
に
川
に
事
は
、
駐
露
英
國
大
使
の
十
一
月
七
日
附
の
外
和
に
宛
て
た
書
に
明
か
で
あ
っ
て

大
使
は
、
露
幽
に
於
て
對
英
戦
の
醗
が
民
衆
の
間
に
大
な
る
故
に
、
賠
価
要
求
に
於
て
除
り
弧
く
要
求
せ
ざ
ら
ん
や
う
に
弊
脅
し
．

「
藩
し
斯
か
る
戦
に
し
て
起
ら
ん
か
、
余
の
確
信
に
よ
れ
ば
、
露
図
政
府
は
其
の
雌
初
の
機
命
を
姉
へ
て
日
本
と
の
平
和
を
補
綴
し

極
度
に
不
人
氣
な
る
戦
を
中
止
し
、
斯
く
て
露
國
陸
軍
を
解
放
し
て
、
共
の
全
軍
力
を
印
庇
に
對
す
る
決
定
的
な
る
攻
準
に
轆
中
ぜ

し
む
く
し
」
と
述
べ
、
運
輸
上
の
困
難
は
此
の
場
合
日
本
と
の
戦
よ
り
も
少
く
、
而
か
も
日
本
は
印
度
防
禦
の
義
務
笹
布
せ
ず
と
論

じ
た
。
此
の
ハ
ー
ヂ
ン
グ
の
報
告
に
對
し
て
英
幽
王
は
、
。
《
湧
く
①
曇
旨
訂
尾
①
、
罫
晶
会
邑
鼻
呂
冒
邑
○
口
①
昏
喜
時
鳥
①
ｍ
ｍ
ｏ
国
Ｃ
爵

常
農
⑦
島
○
巳
印
昏
尾
８
浬
言
甘
①
ぐ
の
ロ
言
己
農
①
い
）
）
，
と
註
し
た
（
園
○
．
農
）
。
佛
幽
が
英
露
の
了
解
を
望
め
る
事
は
明
か
で
あ
る
が
、

十
二
月
二
日
附
け
の
ハ
ー
ヂ
ン
グ
よ
り
外
相
に
宛
て
た
書
に
よ
れ
ば
、
数
日
前
彼
が
佛
剛
大
使
圃
○
目
冒
邑
を
訪
れ
た
時
、
同
大

使
は
次
の
如
く
語
っ
た
。
英
幽
の
諸
新
川
の
過
激
な
る
論
調
の
鰯
に
礎
幽
の
輿
論
は
日
蝶
戦
役
の
飴
以
来
、
英
凹
に
吸
曹
反
感
艀
有

し
て
居
た
。
之
に
反
し
澗
逸
政
府
は
自
幽
新
聞
の
操
縦
に
巧
妙
で
、
猫
逸
が
露
剛
に
女
誼
的
感
怖
を
有
せ
り
と
の
印
象
を
螺
剛
に
典

へ
る
郡
に
成
功
し
だ
さ
れ
ば
英
國
に
於
て
も
斯
か
る
方
面
へ
の
努
力
が
望
裳
し
い
。
明
年
日
露
の
講
和
交
渉
の
行
は
る
際
の
英
幽

の
態
庇
は
、
將
來
二
十
九
年
間
の
英
露
關
係
を
沢
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
日
露
戦
役
に
よ
っ
て
猫
逃
の
み
が
利
益
を
郷
、
ベ
ル
リ
ン

會
議
以
來
失
っ
た
露
國
に
於
け
る
自
閏
の
立
場
を
恢
復
し
つ
猶
あ
る
。
若
し
英
國
政
府
に
し
て
明
年
も
、
過
去
一
年
間
に
於
け
る
が

一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
鮮
協
商
成
立
の
研
究
一
四
七

I

1



一
九
○
七
年
に
於
け
る
英
鱒
協
獅
成
立
の
研
究
一
川
八

如
き
緊
張
關
係
を
鰐
國
に
對
し
て
維
持
す
る
な
ら
ば
、
英
露
接
近
の
望
み
は
全
く
失
は
れ
る
。
以
上
の
如
・
さ
駐
蝶
佛
閣
大
使
の
言
と

同
様
の
郡
を
駐
英
佛
凹
大
使
が
英
阿
外
机
に
述
べ
た
事
は
、
同
書
の
註
に
兄
ゆ
る
庭
で
あ
っ
て
，
佛
幽
が
澗
鰐
の
接
近
を
恐
れ
、
露

國
と
の
了
解
の
露
に
英
國
が
更
に
努
力
す
べ
き
を
切
望
せ
ろ
事
が
明
か
で
あ
る
。
英
凹
王
が
方
の
ハ
ー
ヂ
ン
グ
の
書
に
對
し
。
皆

目
○
酔
冒
官
埋
曾
具
ｇ
固
く
⑦
厨
昌
○
尾
）
と
註
せ
る
は
、
協
商
政
錐
に
熱
心
な
る
王
と
し
て
常
然
で
あ
っ
た
（
ｚ
○
．
易
）
。

併
し
な
が
ら
英
図
は
他
方
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
於
て
、
露
國
が
市
阿
戦
手
を
利
し
て
同
剛
に
勢
力
を
伸
し
た
返
報
と
し
て
，
英
図

は
日
露
戦
役
を
利
し
て
こ
れ
が
恢
復
に
努
力
し
、
一
九
○
四
年
末
印
庇
政
府
外
和
ｐ
旨
の
の
率
ゆ
る
派
遥
隊
は
園
号
己
に
至
り
、

一
九
○
派
年
三
月
二
十
一
日
の
條
約
で
、
英
國
の
監
柊
下
に
英
剛
の
年
金
を
押
ぴ
受
け
る
班
を
ア
フ
ガ
’
一
ス
タ
ン
に
約
さ
し
め
た
。

之
に
對
し
露
國
は
既
に
二
月
、
英
図
が
ァ
・
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
を
併
合
或
は
占
領
す
る
に
非
寸
や
と
の
抗
議
を
發
し
た
が
、
鰯
剛
の
態
度

は
、
最
早
從
來
の
如
く
弧
硬
な
ら
ず
，
結
局
露
図
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
が
全
く
露
國
の
勢
力
範
個
外
に
ゐ
る
を
承
認
し
、
仁
函
地

方
的
性
愛
の
非
政
治
問
題
に
開
し
て
露
図
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
國
塊
宙
吏
の
間
の
交
渉
に
就
て
何
等
か
の
協
定
を
欲
す
る
の
み
と

し
た
。
之
に
對
し
英
剛
外
扣
は
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
に
開
す
る
成
文
の
承
認
を
蝶
叫
よ
り
得
ん
と
欲
し
た
が
、
露
國
外
和
一
フ
ム
メ
ド
ル

フ
は
、
極
東
問
題
が
未
だ
解
決
せ
ざ
る
今
、
さ
な
く
と
も
激
化
せ
る
露
國
の
輿
論
を
、
巾
亜
に
於
け
る
英
國
へ
の
譲
歩
に
よ
っ
て
史

に
弧
烈
な
ら
し
む
る
を
恐
れ
て
、
此
の
問
題
の
論
議
を
押
び
開
く
郡
を
好
皇
な
か
っ
た
の
で
、
雨
國
の
交
渉
は
一
時
噸
雌
し
た
２
．

串
つ
②
。
（
宙
）
（
ず
）
）
○

然
る
に
、
日
本
海
為
戦
（
一
九
○
五
年
流
胤
二
十
七
、
八
日
）
に
於
け
る
礁
國
の
決
定
的
敗
北
は
、
英
露
の
接
近
に
新
局
川
を
典

ふ
く
き
も
の
で
あ
っ
た
。
（
未
完
）
．

１
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